
SDGs　持続可能な開発目標（2016～ 2030）
■ �2015 年（平成 27年）９月にアメリカ合衆国・ニューヨークで開催された「国連持続可能な開
発サミット」において、SDGs を中核とする「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採
択されました。SDGs（持続可能な開発目標）は、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に統
合的に取り組むことにより持続可能な社会の実現を目指すものであり、2030 年までに達成すべ
き 17のゴール（目標）と 169のターゲットが掲げられています。

目標 12
持続可能な消費と生産のパターンを確保する（概要）

12.1　持続的な消費と生産に関する 10年枠組みプログラム（10YFP）を実施し、先進国主導の下、
開発途上国の開発状況や能力を勘案し、すべての国々が対策を講じる。

12.2　2030年までに天然資源の持続可能な管理および効率的な利用を達成する。
12.3　2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食品廃棄物を半減させ、
収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。

12.4　2020 年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを通じて化学物質
やすべての廃棄物の環境に配慮した管理を達成し、大気、水、土壌への排出を大幅に削減するこ
とにより、ヒトの健康や環境への悪影響を最小限に留める。

12.5　2030 年までに、予防、削減、リサイクル、および再利用（リユース）により廃棄物の排出
量を大幅に削減する。

12.6　大企業や多国籍企業をはじめとする企業に対し、持続可能な慣行を導入し、定期報告に持続
可能性に関する情報を盛り込むよう奨励する。

12.7　国内の政策や優先事項に従って持続可能な公共調達の慣行を促進する。
12.8　2030年までに、あらゆる場所の人々が持続可能な開発および自然と調和したライフスタイル
に関する情報と意識を持つようにする。

12.a　開発途上国に対し、より持続可能な生産消費形態を促進する科学的・技術的能力の強化を
支援する。�
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